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令和８年７月No.４ 文責 高山 智子 

学校教育目標 

ふるさと松野を愛し、 

未来を拓く生徒の育成 

7 月と聞くと、一層暑さを感じるように思います。早

いもので、新学期を迎えて 3 ヶ月が過ぎ、1 学期のま 

とめの時期となりました。生徒たちは学習や部活動、委

員会活動など、様々な体験や学びを通して、心も体も

たくましく成長しています。 

２年生は待ちに待った修学旅行に出掛け、仲間とと

もにかけがえのない時間を過ごしました。見知らぬ土地での新しい発見、地元の方々

との温かな交流、そして班ごとに協力し合いながら行動した日々は、教室では得られな

い学びに満ちていました。修学旅行で一番うれしかったのは、「松中生の友達のことを

考えた言動」です。京都のホテルの近くのお寺に、「たった一言が人の心を傷つける 

たった一言が人の心を温める。」と書かれていました。その言葉と松中生がリンクしまし

た。よく「言葉」の「葉」は、「葉っぱ」の「葉」ではなく、「刃物」の「刃」であるという人が

います。それは、言葉には人を傷つけるナイフになる危険がある一方で、人の命を救う

メスにもなり得るからだそうです。松中生は、メスの使い方ができていました。前向きな

言葉を発する人は、自分の人生も豊かで有意義なものになっていくのではないかと思

います。そんな人の周りには、多くの人が集まってきます。２年生と修学旅行を楽しむ中

で、改めて言葉掛けの大切さを感じました。企業訪問では、「企業にとって必要な人材

は、知恵のある人です。」という言葉が印象的でした。「経験 ＋ 知識 ＝ 知恵」である

ことも教わりました。学校では、豊かな経験を積ませ、生きて働く知識を身に付けさせな

ければと思いました。修学旅行に携わっていただいた方々に感謝の気持ちでいっぱい

です。 
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７月の終わりから県総体が始まります。サッカー、ソフトボール、バレーボールそれぞ

れの競技に出場する皆さん、力を出し切って頑張ってください。相撲の行事が「発気用

意」と声を掛けます。その意味は、以下の通りです。 

『不発気 不生力』（＝気を発せざれば 力生ぜず）、『不用意 不成技』（＝意を用い

ざれば 技成らず） それぞれ、「満身の気力を出さないと自分の力を発揮できない。」、

「心や頭を使わないと技は上達しない。」 という意味があります。総じて、「身体中の気

力を出して、よく考えて勝負をしなさい。」ということです。  

県の頂を目指して、「発気用意！」。皆さんの健闘を期待しています。 
 

校長 日野 岳 

 

＜愛媛県総合体育大会＞ 

 ７月18日（土）より夏休みとなり、各地区大会で勝ち上がったチーム・選手が県の

舞台で戦います。本校から出場する競技の試合日程（初戦）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

敗退したチームの想いも背負い、全力で戦ってきてほしいと思います。また、プレー

だけでなくマナーの面でも、地区の代表として堂々とした振る舞いを期待しています。

松野中学校の生徒の皆さんの活躍を、心から願っています。 
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＜松野中学校 男子バレーボール部＞ 
〇 ７月22日（水） １０：００ 愛媛県総合運動公園体育館 
＜宇和島ＪＹ＞（サッカー） 
〇 ７月21日（火） １９：００ 伊予市民球技場 
＜愛媛ＡＳＴＲＡＩＡ＞（ソフトボール） 
〇 ７月19日（日）  ９：００ 松前公園多目的広場 



 


